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地域経済循環とは

【出典】地域経済循環マップの概要 内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局 平成２７年１２月資料



地域経済循環図

分配（所得）については、財産所得、

企業所得などの雇用者所得以外の

「その他所得」で地域外から6,047

億円が流入している。

都道府県・市町村単位で、地域のお金の流れを生産（付加価値額）、分配（所得）、支出の三段階で「見える

化」することで、地域経済の全体像と、各段階におけるお金の流出・流入の状況を把握することができます。

【出典】「ＲＥＳＡＳ地域経済循環マップ」-「地域経済循環図」/環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）

長野県内の生産により生

み出された付加価値額は

80,843億円で、第3次産

業が最も多く稼いでいる。

一方、得た所得からの支出については、民

間消費額、民間投資額、その他の支出いず

れにおいても地域外への流出がみられ、生

産に回せるお金が減ってしまっている。
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「地域経済循環率」とは、生産（付加価値額）を分配（所得）で除した値であり、地域経済の自立度を示している。（値が低いほど他地域から流入する所得に対する依存度が高い。）

「雇用者所得」とは、主に労働者が労働の対価として得る賃金や給料等をいう。

「その他所得」は、財産所得、企業所得、交付税、社会保障給付、補助金等、雇用者所得以外の所得により構成される。

「その他支出」は、政府支出、地域内産業の移輸出入収支額等により構成される。

「支出流出入率」とは、地域内に支出された金額に対する地域外から流入・地域外に流出した金額の割合で、プラスの値は地域外からの流入、マイナスの値は地域外への流出を示す。
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生産分析

＜＞

長野県の生産額（総額）の産業別構成をみると、

電気機械が41,593億円で最も生産額が多く、

次いでサービス業の32,752億円となっている。

域外に移輸出して稼いでいる産業を赤色、域

外からの移輸入に依存している産業をブルー

に色分けした結果をみると、電気機械は外貨を

多く獲得しているが、サービス業は域外への流

出が大きい産業といえる。

都道府県・市町村単位で、地域経済について生産面から分析することで地域経済への貢献度（生産額・付加価

値額・雇用者所得）を22産業分類別に把握できます。また、移（出入・）輸出入カラーで表示することで、域外に

移輸出して稼いでいる産業、域外からの移輸入に依存している産業を特定することができます。

【出典】

「RESAS地域経済循環マップ」-「生産分析」/環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）
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移輸入カラー

移（出入・）輸出入カラーで表示することで、域外に移 輸出して稼

いでいる産業、域外からの移輸入に依存している産業を特定可能。

赤色＝移輸出額の方が多い（移輸入額＜移輸出額）

⇒域外から外貨を多く稼いでいる産業

青色＝移輸入額の方が多い（移輸入額＞移輸出額）

⇒域外からの移輸入に依存している産業



分配分析

＜＞

雇用者所得の総額は、長野県は地域住民

ベースで42,895億円、地域内勤務者ベースで

42,797億円、地域内収支は98億円で、地域

外から得ている所得の方がやや上回っていると

いう特徴がみられる。

都道府県・市町村単位で、地域経済について分配面から分析することで、地域における雇用者所得、その他所
得、それらの流出入状況や他地域と比較した所得水準の優位性等を把握することができます。

【出典】

「RESAS地域経済循環マップ」-「分配分析」/環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）



支出分析

＜＞

民間消費よる支出では、地域企業ベースの支出

総額が地域内ベースの総額を上回っており、地域

外への流出が起こっていることを示している。

都道府県・市町村単位で、地域経済について支出面から分析することで、地域における民間消費額、民間投資
額、それらの流出入状況などを把握することができます。

【出典】

「RESAS地域経済循環マップ」-「支出分析」環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）

※「民間消費（地域住民・企業ベース）」とは、どこで消費したかを問わず、地域の住民等が消費した金額をいう。

「民間消費（地域内ベース）」とは、地域内に消費された金額をいう。

民間消費（地域内収支）＝総支出（地域内ベース）－総支出（地域住民・企業ベース）

一人当たり民間消費（地域住民・企業ベース）＝民間消費（地域住民・企業ベース）÷夜間人口

一人当たり民間消費（地域内ベース）＝民間消費（地域内ベース）÷昼間人口


